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小小学学校校国国語語科科ににおおけけるる書書くくここととのの 

思思考考をを支支ええるる知知識識及及びび技技能能のの育育成成 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 初等教科教育分野 赤澤練 

 

1, 研研究究のの背背景景 
この研究に至った理由としては,大学院の授業

（初等国語科の教材研究と授業構想）を受講し

ている際に,小学生の国語科の課題分析をした。

令和 4 年度,令和 5 年度の全国学力・学習状況調

査の問題を解き,解答率と正答率を見た際に,学
習指導要領の内容「思考力,判断力,表現力」の中

から「B,書くこと」において 2 年連続で 50%を

下回っていることがわかった。（図 1,図２） 

 
図図 1 全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査（（小小学学校校 国国

語語））令令和和 4 年年度度 

 
図図 2 全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査（（小小学学校校 国国

語語））令令和和 5 年年度度 
そこで,まず「書くこと」の解答率と正答率が

低いのだろうか,どのような指導が必要なのか,
小学生は「書くこと」についてどのような印象を

持っているのかを調査したいと考えた。調査し,
課題を把握した上で,児童の「書く能力」を向上

させたいと思い,本研究を行うに至った。 
小学校学習指導要領（平成 29 年度告示）解説

国語編において,「B,書くこと」の指導事項には,
題材の設定,情報の収集,内容の検討,構成の検討,
考えの形成,記述,推敲,共有があり,「考えの形成,

記述」に着目した。学習指導要領より,【自分の

考えを明確にし,書き表し方を工夫することを示

している。書き表し方を工夫するとは,自分の考

えを伝えるために,どのような言葉を用いるか

「文末表現,敬体か常体か等を含む。」語や文及び

段落の続き方やつながりをどのように表現する

か,といったことなどに注意して記述の仕方を工

夫することである】とされている。「書くこと」

の解答率と正答率が低いということは,児童は書

くことについて苦手意識があるのではないかと

私は考えた。「書くこと」における課題として白

坂・香月（2020）では,「書くことがない,書きた

くない,どうやって書いたらいいかわからない」

書く指導の壁 3N として述べられている。小嶋

（2019）では「日常的・継続的な児童との関わり

方を通して,計画的・系統的な指導を行う必要が

ある」と述べられている。また,竹内（2021）で

は「はじめ,なか,おわり」という,3 つの構成で書

くことは何となく認識できても,それぞれの段落

が 1 つのまとまりであると認識して文章を書く

ことは,低学年にとっては難しい。何度も繰り返

し学習を積み重ねていくことが必要である。」と

述べられている。 
 
2, 研研究究のの目目的的 
本研究では,小学校 4 学年における書くことの

思考を支える知識及び技能の育成に関して研究

を行う。学習指導要領「書くこと」の目標は,以
下の通りである。 
ア,関心のあることなどから書くことを決め,
相手や目的に応じて,書く上で必要な事柄を

調べること。 
イ,文章全体における段落の役割を理解し,自
分の考えが明確になるように,段落相互の関

係などに注意して文章を構成すること。 
ウ,書こうとすることの中心を明確にし,目的
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や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこ

と。 
エ,文章の敬体と常体との違いに注意しなが

ら書くこと。 
オ,文章の間違いを正したり,よりよい表現に

書き直したりすること。 
カ,書いたものを発表し合い,書き手の考えの

明確さなどについて意見を述べ合うこと 
しかし,全国学力・学習状況調査の「書くこと」

が低いということは,思考力もそうだが,知識及

び技能が足りないのではないかと考えた。これ

らのことから,知識及び技能の習得は,思考力を

高めることにつながる。思考を支えるための知

識及び技能を育成することを目的とした。 
 
3, 研研究究方方法法 
（1）対象校…山梨県内の公立小学校 
（2）期間…2024 年 5 月〜12 月 
（3）児童…第 4 学年（男児 8 名,女児 12 名） 
（4）実施方法 

・アンケート調査 
・現状把握調査  
・授業実践 

 
4, 具具体体的的なな研研究究内内容容 
（1）アンケート調査 1 回目 
全国学力・学習状況調査や先行研究での課題

は挙がっているが,実習校での状況,第４学年に

配属になり,児童の現状を調査するために行った。

（表 1） 
①あなたは文章等を書くことについてどう思

っていますか？ 
②段落や句読点（、 。）を付けることはできま

すか？ 
③現在,みなさんはタブレット端末を持って

いますが,鉛筆で書く時と比べて,タブレッ

トで入力する方が,文章を書きやすいです

か？ 
表表 1 アアンンケケーートト調調査査内内容容 

①の質問を集計したものが,表２である。【どち

らかというと苦手】が 1 番多かった。選択した

児童は,「全く書けないわけではないが,自信がな

い」「書くのに時間がかかってしまう」「迷ってし

まう」という理由が挙がった。【得意】【どちらか

というと得意】を選択した児童は,「文章を書く

のが好き」「書きたいことが思い浮かぶ」「すぐに

書けるわけではないが,苦手ではない」という理

由が挙がった。【苦手】と選択した児童は,「何を

書けばいいかわからなくなってしまう」「書き出

しが思い浮かばないから時間がかかる」という

理由が挙がった。 
選択肢 人数 
得意 6 人 

どちらかというと得

意 
4 人 

どちらかというと苦

手 
8 人 

苦手 2 人 
表表 2 ①①ああななたたはは文文章章等等をを書書くくここととににつついい

ててどどうう思思っってていいまますすかか？？ 
②を集計したものが,表 3 である。【できない】

と選択した児童はいなかった。【できる】と選択

した児童は,「3 年生でたくさん勉強したから,記
憶に残っている」「はじめ・なか・おわりを覚え

ている」「本や教科書を読む時に,段落や句読点を

よく見ているから」という理由が挙がった。【自

信はないができる】と選択した児童は,「忘れて

しまうことがある」「付けることができないわけ

ではないが,自信がない」「文章を書いて提出した

時によく直されている」という理由が挙がった。

段落や句読点を付けるということは,知識として

もっていることがわかった。 
選択肢 人数 
できる 7 人 

自信はないができる 13 人 
できない 0 人 

表表 3 ②②段段落落やや句句読読点点をを付付けけるるここととははででききまま

すすかか？？ 
③の質問を集計したものが,表 4 である。【書き

やすい】が 1 番多かった。選択した児童は,「3 年

生でたくさん練習したから」「授業でタブレット

に記入することが多く,慣れたから」「すぐに消し

たり書いたりすることができるから」という理
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由が挙がった。【あまり変わらない】と選択した

児童は,「書くことについては,どちらも変わらな

い」「打ち込むか書くかの違いだから」という理

由が挙がった。【書きにくい】と選択した児童は,
「タイピングが苦手」「打つのに時間がかかって

しまうから」「文章を考えるのが苦手で,打つとな

るともっと時間がかかってしまうから」という

理由が挙がった。 
選択肢 人数 

書きやすい 12 人 
あまり変わらない 5 人 

書きにくい 3 人 
表表 4 ③③現現在在,みみななささんんははタタブブレレッットト端端末末をを持持

っってていいまますすがが,鉛鉛筆筆でで書書くく時時とと比比べべてて,タタブブレレッッ

トトでで入入力力すするる方方がが,文文章章をを書書ききややすすいいでですすかか？？ 
アンケートを通して児童が「書くこと」に対し

てどのように感じているのかがわかった。また,
授業において,ICT 器具（タブレット端末）を多

く使用していることもわかった。 
（2）現状把握調査 1 回目 
しかし,これだけでは「書くこと」に対する児

童の能力はわからないため、現状把握調査とし

て,原稿用紙を使用し,教師側からお題を示して

記入してもらうことにした。お題及び条件,評価

基準は表 5 の通りである。 
お題 条件 評価基準 
①学校の良い

所を教えて

ください。 

字数制限なし 
 

段落 
句読点 

②春夏秋冬 ,
あなたの好

きな季節は

どれですか 
 

100 字以内で

記入すること 
 
必ず理由も記

入すること 

句読点 
接続語 
（繋ぎ言葉） 
理由は 
なぜならば 

表表 5 現現状状把把握握調調査査内内容容 
①の分析をしてみると,段落意識について,最

初の書出しは１マス空けていることがわかる。

しかし,その後の文を書く際は,そのまま書いて

いることが多いため,段落意識が決して高いとは

言えない。（図 3,4） 

 
図図 3 段段落落意意識識がが課課題題ととさされれるる児児童童のの文文章章 

 

図図 4 段段落落意意識識とと句句読読点点がが課課題題ととさされれるる児児童童のの

文文章章 
②の分析をしてみると,理由を書く際に「理由

は」「なぜならば」と接続語（繋ぎ言葉）を入れ

ていることがわかる。これは,言葉は違うが全員

が記入していた。（図 5） 

 

図図 5 「「理理由由はは」」とと書書けけてていいるる児児童童のの文文章章 
①,②を分析して,本学級の児童の改善点は何

かをクラス担任と指導教授と話をした。結果,や
はり「知識及び技能」の育成が必要だということ

が明らかになった。（表 6） 
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課題内容 理由 
①段落意識 段落を付けるという

ことを知っていても,
実際に書いている時,
どのタイミングで段

落を付ける（改行す

る）のかが理解してい

ないのではないかと

考える。 
②句読点 主に読点が適切に付

けられていない児童

が多いと判断した。文

章（内容）にもよるが,
基本的には「接続語の

後」に付けるようにす

る。 
表表 6 第第 4 学学年年「「書書くくこことと（（知知識識及及びび技技

能能））」」のの課課題題 
（3）授業実践 
課題が明確になったことから,週 2 回朝学習の

時間と国語授業最初の 5 分をいただいた。教材

として,茅野・曽根（2022）の『カクトレ中学年』

を活用しながら繰り返し問題に取り組んだ。問

題を理解して段落や句読点が適切に付けること

ができるようになるために,問題を解いた後に原

稿用紙で文章を書くようにした。（図 6,7）実際

に取り組むと問題を解く時間が 2 分,原稿用紙に

記入する時間が 3 分で,全て合わせて 5 分という

短時間で集中して行うことができるため,児童も

飽きずに取り組むことができた。また,全てカク

トレの問題を活用するのではなく,独自で作成し

たヒントやアドバイスを無くした問題に取り組

んでもらうことで,自分自身で記入できるように

した。また, 国語の授業で文章を適切に直すこと

をしていたため同じように書き直す問題も作成

した。（図 8） 
 

 
図図 6 『『カカククトトレレ』』問問題題（（段段落落）） 

 

図図 7 『『カカククトトレレ』』問問題題（（段段落落のの役役割割）） 

 

図図 8 独独自自でで作作成成ししたた問問題題（（一一部部）） 
（4）現状把握調査 2 回目 
1 ヶ月後,現状把握調査を実施した。（表 7）今

回,運動会後ということでお題は運動会になって

いる。今回の調査では,他学年（中学年から高学

年）の 4 つの学年の協力を得ることができた。 
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お題 評価基準 

私の 1 日（運動会）を

見ていない人に教え

よう！」 

（I）段落を付けてい

るかどうか（適

切かどうか） 
（II）読点が適切に付

けることができ

ているか 
表表 7 現現状状把把握握調調査査 2 回回目目 

今回の調査では,各学年 1 時間授業の時間をい

ただき,取り組んだ。原稿用紙 1 枚の文字数を通

常より少なめの 240 字にすることで,3 年生も記

入しやすいように工夫した。また,書き始める前

に運動会後のために,運動会ではどんなことをし

たのかを児童に質問し,紙を児童に 1 枚ずつ配布

し,マインドマップを作成してもらった。記入す

る際に児童がイメージをしやすいように,「何を

したのか」と問うだけではなく,運動会での出来

事を少し伝えながら児童から何をしたのかを発

言してもらった。（図 9）各学年によってマイン

ドマップの内容は異なり,文章（内容）にも違い

が生まれていた。 

 

図図 9 運運動動会会ママイインンドドママッッププ 
（I）段落を使えているか（意識）の分析をした

結果（表 8）特に 3 年生,4 年生が意識していると

いうことがわかった。4 年生は問題に取り組んだ

成果が出ていると感じた。4 年生は普段から取り

組んでいるため,他学年と比較すると高いと思う

が,3 年生にきた際に【普段の授業から文章を書

くときは,「はじめ・なか・おわり」を意識して

いる】ということだった。また,使えている児童

の中で段落が適切かどうかを調査（表 9）した際

に,4 年生が 1 番適切に使えている。しかし,全員

ではなく,１割は適切ではなかったため,全員が

適切に付けられるように工夫しながら指導をし

ていきたいと考えた。 
評価基準 人数 

（3 年）付けている 15 人 
付けていない 9 人 

（4 年）付けている 15 人 
付けていない 3 人 

（5 年）付けている 8 人 
付けていない 8 人 

（6 年）付けている 6 人 
付けていない 13 人 
表表 8 （（I））段段落落をを付付けけてていいるるかかどどううかか 

評価基準 人数 
（3 年）適切 7 人 
適切ではない 8 人 
（4 年）適切 11 人 
適切ではない 4 人 
（5 年）適切 6 人 
適切ではない 2 人 
（6 年）適切 4 人 
適切ではない 2 人 

表表 9 段段落落がが適適切切かかどどううかか 
（II）読点を適切に付けることができているか

を分析した結果,（表 10）普段から取り組んでい

る 4 年生も適切に付けることができていない児

童が複数いることが結果からわかった。適切で

はないというのは,接続語（繋ぎ言葉）の後に付

けていない,そもそも読点を付けていないことで

ある。児童は,ワークシート等で読点を付けると

いうことを知識として得ることはできたと思う。

しかし,どこで付ければいいのか,児童の中で知

識としてまだ定着していないということがわか

る。学期末までに身に付けられるように,ワーク

シートは句読点を少し多めにしていきたいと考

えた。 
評価基準 人数 

（3 年）適切 8 人 
適切ではない 16 人 
（4 年）適切 11 人 
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適切ではない 7 人 
（5 年）適切 5 人 
適切ではない 11 人 
（6 年）適切 12 人 
適切ではない 7 人 

表表 10 （（II））読読点点がが適適切切かかどどううかか 
（5）アンケート調査 2 回目 
ここまでワークシートや独自プリントに取り

組みながら,数多くの問題に触れ,解いてきた。最

初と比較してどのくらい児童の知識及び技能は

変化しているのかを調査・分析するためである。

また同様に理由も聞くことで変化を明確にして

いく。調査内容は,表 1 と同様であるが,今回３つ

目の項目は問わず,２つの項目を回答してもらう

ことにした。理由としては,タブレット端末と比

較することは,今回の調査対象ではないためであ

る。分析結果として変化した人数も表に提示す

る。 
1 つ目の「文章を書くことについてどう思って

いるか」の質問に対して変化が見られたのは,【ど

ちらかというと苦手】という項目から【どちらか

というと得意】に 3 名の児童が変わったという

ことである。（表 11）児童からは,「ワークシート

の問題や文章で書くことが多かったため,すぐに

ではないが,やり方（使い方）を覚えることがで

きた」「今まで文章を書くとなるとどうして良い

かわからなくなることが多かったが,繰り返し同

じ問題をやることでそうすればいいかわかるよ

うになってきた。」という理由が挙げられた。【苦

手】から【どちらかというと苦手】に 1 名児童が

移った。苦手と思っていた児童の変化はとても

成果があると考える。【どちらかというと得意】

から【得意】に 1 名移った。取り組みをすること

で,文章を書く際に自信を持つことができたから

こそ増えていてよかったと捉える。しかし,苦手

と感じている児童は,合わせて 5 名いるため,1 人

でも減らせるように残りの期間取り組んでいき

たい。 
 
 
 

選択肢 1 回目 2 回目 変化 
得意 6 人 7 人 ＋1 

どちらか

というと

得意 

 
4 人 

 
8 人 

 
＋4 

どちらか

というと

苦手 

 
8 人 

 
4 人 

 
−4 

苦手 2 人 1 人 −1 
表表 11 ああななたたはは文文章章をを書書くくここととににつついいててどど

うう思思っってていいまますすかか？？ 
2 つ目の「段落や句読点（、 。）を付けるこ

とができますか」という質問項目に対して変化

が見られた。【自信はないができる】と選択した

児童が 7 名が【できる】に変わった。（表 12）自

信を持つことができたということになるが,児童

からは,「読みやすさを考えると,自分が息継ぎの

時に付ければいいということが理解でき,書くと

きにも付けることができた。」「読点をつける位

置を練習（ワークシート）でやったのでできるよ

うになった。」という理由が挙げられた。 
選択肢 回目 回目 変化

できる 7 人 14 人 ＋7 人 
自信はな

いができ

る 

 
13 人 

 
6 人 

 
−7 人 

できない 0 人 0 人 ― 
表表 12 段段落落やや句句読読点点をを付付けけるるここととががででききまま

すすかか 
ここまでを振り返ると,カクトレと独自のプリ

ントを活用しながら,児童が課題とする項目を重

点的に繰り返し取り組んできた成果が出てきて

いると言える。現状把握調査 2 回目の「運動会」

をテーマにした文章を原稿用紙に記入させた時

と今回を比べると、書いている際も鉛筆が止ま

っている児童は少なかった。 
しかし,今回の調査の中で 1 つ新たな課題が見

つかった。それは「接続語（繋ぎ言葉）」である。

実際に原稿用紙に児童が書いたものを見ると

「理由は」と書いている分には良いが,「でも」

「しかし」を文章の内容と合っていない時に使
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用し,改行の最初の言葉に「次に」を連続して使

用している児童も見られた。文中の接続語と改

行の最初の言葉について,少し伝える時間をもら

い,言葉を指導し,接続語の使い方として,この文

章の場合は「だから」「しかし」を使うというこ

とを指導した。 
（6）現状把握調査 3 回目 

2 学期末となり,研究もまとめに近づく中,課題

である「段落」「句読点」,新たに「接続語（繋ぎ

言葉）」に関するワークシートに取り組み,最後に

原稿用紙を使用して,調査した。（表 13）評価規

準は,「段落」「句読点」「接続語（繋ぎ言葉）」の

3 つである。 
お題 内容 

2 学期の振り返

りと 3 学期の抱

負を書こう 

（1）どんな行事があった

のか 
（2）あなたは何をしたの

か 
→どうだったのか 

（3）3 学期の抱負 
（頑張りたいこと） 

表表 13 現現状状把把握握調調査査 3 回回目目 
はじめに,全体的に読んでみて,今まで段落は

付けることができていても,変な時に改行してい

たりしていたが,今回は段落を 1 つのまとまりと

して捉えることができているということがわか

った。（図 10）段落について,9 割の児童が適切に

付けることができていた。どんな行事があった

のか,何をしたのか,どうだったのか,3 学期の抱

負と「はじめ,なか,おわり」の 3 つの段落は全員

が付けることができていた。また,「〇〇は 3 つ

あります」といったような書き出しから始める

ことができているため,文章を書く上で構成を練

ることができていると判断できる。 
 
 
 
 
 

 
図図 10 段段落落をを 1 ままととままりりととししてていいるる児児童童のの例例 
句読点については,以前は読点がほとんどなか

った児童も適切に付けることができていた。（図

11）普段大人は国語的な表現で会話をし,話を理

解することはできるが,今回の対象は小学生とい

うことから,中高生とは違い,丁寧かつ簡潔で伝

えなければならない。したがって今回,句読点（主

に読点）の指導をした際に「自分が読んでいる時

に息継ぎをするタイミングで読点を付ける」「接

続語（繋ぎ言葉）の後につける」と伝えたが,息
継ぎの方が児童は理解しやすかったと言ってい

た。 

 
図図 11 句句読読点点をを適適切切にに付付けけるるここととががででききてていいるる

児児童童のの例例 
接続語（つなぎ言葉）については,「理由は」

「なぜならば」「しかし」「けれど」「次に」「それ

から」が多く用いられていた言葉である。（図 12）
接続語を使用することで,箇条書きにならず文章

として読むことができる。中には「次に,次に」

と連続して使っている児童もいたが,ほとんどの

児童が意識して使っていることがわかった。 
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図図 12 接接続続語語をを意意識識ししてて使使っってていいるる 

 
5, 研研究究のの成成果果 
本研究では,アンケート調査（2 回）,授業実践

として,現状把握調査（3 回）取り組んだ。その成

果として,「書くこと」については,思考力を下支

えする「知識及び技能」を身につけなければなら

ないということがわかった。児童 1 人 1 人学力

が違うため,課題も異なる。いきなり長い文章を

書かせてしまった場合,最初のアンケートに児童

が答えた通り「自信がない」「書くことを迷って

しまう」「どうやって書くのかわからない」とい

う状況に陥ってしまう。そのため,はじめは短文

から取り組んでいくことが大切である。 
児童は書くことにおいて,「何が理解できてい

ないのか」「何が苦手なのか」を教師は明確にし

ておく必要である。課題を知った上で短時間で

も計画的に,継続して問題を解かせることで,知
識及び技能が身に付くということがわかった。

また,適切に「段落」や「句読点」を付けること

ができるようになった場合、児童は「できた」「わ

かった」と自信を持って今後文章を書くことが

できるのではないかと考える。最後の調査では,
「段落」「句読点」「接続語（繋ぎ言葉）」の 3 つ

を適切に活用することができていた。学年が上

がるとともに,文章を書くことが多くなるため,
今回取り組んだことを,今後に生かしてもらいた

い。 
 
6, 本本研研究究のの課課題題 
課題としては,一般的にこの実践が教育現場に

おいて活用することができるのかどうかという

ことである。「書くこと」における指導は学習指

導要領にも載っている通り,多くの項目がある。

今回は「考えの形成,記述」特に「記述」に着目

して研究に取り組んできたが,指導項目には他に

も項目があるため,今回の授業実践では準備期間

も十分にあり,実習校にも配慮をしていただいた。

そのため,教材活用,ワークシートの作成,朝学習

の時間,授業実践を行うことができた。このこと

を考えると,時間の面で厳しい部分があると考え

る。 
 
7, 今今後後のの展展望望 
今後としては,今回の研究において記述におけ

る知識及び技能の育成に取り組んだが,これが既

存知識として定着した上で,文章を書くための

「思考力」を育成していきたい。また,課題でも

述べたように限られた時間の中でどのような指

導が必要なのか、思考力の育成のために準備が

できるのか,効果的な教材開発の方法などはある

のかを考えていきたい。 
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11．． 研研究究背背景景  
小学校の体育授業において、準備運動は児

童の身体的および精神的な準備を整える上

で重要な役割を果たしている。文部科学省

（2020）は、体育の授業において、児童が運

動に親しみ、体力の向上や健康の保持増進を

図ることを目指していると述べている。しか

し、現状として、児童が準備運動に対して意

欲的に取り組まないという課題が指摘され

ている。石塚（2023）の研究によれば、教師

が慣例や経験に基づいた形式的な準備運動

を行っている場合、児童の意欲低下の一因と

なる可能性がある。このような状況は、児童

の運動への興味・関心を損ない、結果として

体育授業全体の効果を減少させる恐れがあ

る。 
準備運動とは、運動の前に行う軽い運動やス

トレッチングなどの動作であり、身体を温め、

主運動に向けて心身を準備するための活動で

ある。その効果として、筋温の上昇や関節可動

域の増大、神経活動の促進などが挙げられる。

これらの効果により、運動中の怪我のリスクを

低減し、パフォーマンスの向上が期待できる。 
運動時に準備運動が必要である理由として、

身体的・生理的な効果が挙げられる。準備運動

は筋温を上昇させ、筋や腱の柔軟性を向上させ

ることで、怪我のリスクを低減させることが明

らかになっている。また、心拍数や呼吸数を

徐々に上げることで、急激な運動負荷による心

血管系への負担を軽減する効果もある。さらに、

準備運動には心理的効果も期待され、ウォーミ

ングアップを行うことで、これから行う運動の

イメージをつくり、精神的にゆとりをもって主

運動に臨むことができると指摘されている。 
しかし、現状として、小学校の体育授業にお

ける準備運動は、慣例や経験に基づいた形式

的なものが多く、児童の意欲低下の一因とな

っている可能性がある。このような状況を改

善するためには、準備運動の内容や指導方法

の見直しが必要である。 
早川（2023）は、小学校 3 年生の体育の準備

運動にリズムダンスを取り入れることで、児童

の運動意欲や身体的準備に与える影響を検証

した。この研究では、従来の準備運動と比較し、

心拍数や主観的運動強度、授業への意欲を測定

した結果、リズムダンスは適切に体温を上昇さ

せ、児童の運動参加意識や興味・関心を高める

効果が示された。しかし、その一方でリズムダ

ンスを恥ずかしがる高学年では効果が見られ

にくい可能性や、主運動へのつながりを感じに

くいといった課題も挙げられた。 

22．． 研研究究目目的的  
本研究では 2022 年度の研究を踏まえ、高学

年の児童が取り組みやすい準備運動の検討を

目的とした。 
文部科学省（2020）より、高学年の保健（2）

「けがの防止」では、けがが発生する原因や防

止の方法について課題を見つけ、それらの解決

を目指して知識及び技能を習得したり、解決の

方法を考え、判断するとともに、それらを表現

したりできるようにすることが求められてお

り、準備運動が運動中の怪我を防ぐために重要

であることを学ぶことも含まれていることが

示唆されている。また、体育の授業では、保健

領域と運動領域の関連が重視されており、保健

の授業で学習した準備運動を運動領域で実践

することも求められる。 
そこで本研究では、小学校高学年の体育授業

において、準備運動の重要性を理解させること

を目的として、保健の授業「けがの防止」と連

携し、準備運動がけがのリスクを軽減し、体を

適切に準備する役割を果たすことを学ぶ。 
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